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※　黄色枠部分についてご記入ください。

※　提出時期は、【毎事業年度の終了後４か月以内】となりますのでご注意ください。

観光地域づくり法人（DMO）事業報告書

事務局長 塩出　慎吾

記入日

令和5年4月1日～令和6年6月30日記入対象期間

令和6年7月31日

記入者
（担当者）
連絡先

（一社）小豆島観光協会

0879-82-1775

（一社）小豆島観光協会

DMO名称 一般社団法人　小豆島観光協会

DMO登録区分 登録DMO

１．基本情報

塩出　慎吾

候補DMO 登録日 令和5年3月31日 令和6年3月29日登録DMO 登録日

代表理事 堀川　満弘

（一社）小豆島観光協会

上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている
（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項目は必須とし、地域の
実情に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自
主財源の確保について関係自治体と共に具体的な検討が行われている

小豆島町、土庄町からの補助金、会員から
の会費、自主財源など

安定財源確保のため、令和6年度に宿泊
税、入島税について小豆島町、土庄町の検
討が開始される。

「小豆島観光集いの場」を設定し、地域住民
に対し意識啓発の場を提供している。

「小豆島観光ビジョン」策定にあたり、計画を
見直した。

観光資源磨き上げについては小豆島観光協
会がこれまでも観光庁補助金などの利用が
実績あり。小豆島観光協会の理事会・総会
において評価をしている。

ＤＭＯの業績について対外的に説明責任を果たすため、最終的な責任者が明確化されて
いる

データ分析に基づいたマーケティングに関する責任者（ＣＭＯ：チーフ・マーケティング・オ
フィサー）が専従で最低一名存在している

上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光
地域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書
面により関係者に説明・共有している

〔４〕

一般社団法人

代表理事　堀川満弘

専従　塩出慎吾

専従　塩出慎吾

〔５〕

安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・入湯税等の地方
税、負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費等が考えられるが、これらの財源
を確保できる見通しがある

ＤＭＯの持続可能な運営のため、運営収支や安定的な運営資金の確保に関する財務責任
者（ＣＦＯ：チーフ・フィナンシャル・オフィサー）を設置している

ＤＭＯが法人格を取得している

令和５年４月に島内の観光関連団体が小豆
島観光協会に一本化され、一元的かつ効率
的なPR体制が構築された。

点検項目

〔２〕

戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向
上・評価が実施される仕組みや体制が構築されている

４指標とWEBサイトアクセス状況は収集して
いる。住民満足度はR6年度調査済集計中。

R5年度に制定した「小豆島観光ビジョン」の
キャッチコピーを採用した。

R5年度に制定した「小豆島観光ビジョン」に
基づいてターゲットを明確に設定した。

戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが
主導する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を定期的に
行っている

情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者
が協働し、一元的かつ効率的に行っている

ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを
行っている

地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観
光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を実施している
（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的に
データを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス状況、住民満足度のデータを収集
していることが望ましい）

誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設
定している

〔１〕

〔３〕

（左欄で満たしていないを選択した場合）
具体的に、どのような点において
満たしていないと認識しているか

事務局長 塩出　慎吾

（一社）小豆島観光協会 事務局長

２．ＤＭＯの登録要件に対する自己点検

合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、
資料を作成し、書面により関係者と共有している

地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、
①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業者、④行政
が全て参画している

戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現して
いる
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【大規模ホテル】
小豆島国際ホテル、ベイリゾートホテル小豆島、、オリビアン小豆島夕陽ヶ丘ホテル
【ホテル・旅館】
オーキドホテル、島宿　真里、海音　真里、ホテルニュー海風、ホテル海盧
旭屋旅館、喜久屋旅館、大師の宿、ひとみ荘、海辺の宿　入舟、千種旅館、プチホテル　サザンモースト
瀬戸内SUPリゾート碧、ひろきや旅館、お料理の宿　千鳥、ホテルたるや、旅荘　古浜、
【ビジネスホテル】
ビジネスイン三番館、ビジネスホテル　ニューポート
【民宿】
ビジネス民宿　マルセ、オアシス、小豆島三都の郷
【ユースホステル】
小豆島オリーブユースホステル
【公共の宿】
国民宿舎　小豆島、公共の宿ふるさと荘、ふるさと荘ファミリーロッジ、余島野外活動センター、オリベックスうちのみ
【ペンション】
カントリーイン・ザ・ホワイトマリーン、バァンキャトル・ウ
【ゲストハウス】
おとまり忠左衛門　吉野、ヴィラ汐音、TBTランド、Sen Guesthouse、
【キャンプ場】
小豆島オートヴィレッジYOSHIDA、小豆島ふるさと村オートキャンプ場、TBTランド当浜キャンプ場、マリンリゾート小
豆島

【バス・タクシー】
小豆島オリーブバス、小豆島交通、かんかけタクシー
【フェリー】
小豆島フェリー、小豆島豊島フェリー、国際両備フェリー、瀬戸内観光汽船、ジャンボフェリー
【レンタカー】
オリックスレンタカー、小豆島レンタカー(美島自動車)、小豆島観光レンタカー、エンジェルレンタカー（イシイ）、みき
レンタカー(Miki Auto)、Jネットレンタカー(宮山モータース)、小豆島安全レンタカー、小豆島サイクルステーション

上記合意形成の仕組みとなる会議体における構成員のうち、以下の①～④に該当する関係者の組織・団体名を全て挙げてください。
　　※会議体の最新版の構成員名簿を添付すること。
　　※関係者がいない場合には、その理由を明記すること。

　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅰ．合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）

　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅱ．地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事
業者、④行政　が全て参画している

「集いの場」については年１回開催予定。R6年度以降インバウンド、サービス向上などの部会を設置し、機動的に施策を実施する予定。

上記合意形成の仕組みとなる会議体以外の設置状況・開催実績について、ご記入ください。（例：分科会、ワーキンググループ、実務担当者会議　等）

合意形成の仕組みとして位置づけている
会議体の名称（例：理事会、協議会　等）

・小豆島観光協会　理事会、総会
・小豆島観光集いの場

直近１年間における開催実績と参加人数
　※開催していない場合は、その理由と
今後の見通しを記載すること。

令和５年度　小豆島観光協会理事会3回(13名, 10名)総会１回（通常総会157名）
令和６年度　小豆島観光協会理事会2回(10名, 15名)総会１回（通常総会161名）

　①地域が売りとする観光資源の関係者
（文化財、国立公園、農泊、アクティビ
ティー、農林水産業、商工業　等）

　②宿泊事業者（旅館、ホテル　等）

　③交通事業者
（鉄道、バス、タクシー　等）

二十四の瞳映画村
小豆島　ふるさと村
道の駅小豆島オリーブ公園
小豆島オリーブ園
銚子渓　お猿の国
小豆島大観音
妖怪美術館
醤の郷現代美術館
マルキン醤油記念館
小豆島八十八ヶ所霊場
寒霞渓ロープウェイ
小豆島シーサイドゴルフ

上記合意形成の仕組みの概略
（例：DMOの役割、行政やその他構成員
の役割分担　等）

小豆島観光協会の会員は観光産業（宿泊施設、観光施設、交通事業者）だけではなくオリーブ、醤油、そうめん、佃
煮といった食品産業、農協、寺社など多種にわたっており、理事会、総会でこれら事業者との合意形成が行われて
いる。
加えて令和５年度より「小豆島観光集いの場」を設定し、小豆島観光協会の会員ではない漁協、高校、など幅広い
ステークホルダーと意見交換の場を設定している。R6年度は9月頃開催予定。

（１）DMOを中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者との合意形成について

（記入上の留意点）
※　形成計画の記載内容に基づき、実際に取り組んだ実績や成果をご記載ください。
※　いつ取組を行ったのか、具体的な時期（実施日）を記載いただきますようお願いします。
※　途中段階の取組であっても、どこまで達成できたのか、いつ達成する見込みなのかをなるべく詳細にご記載ください。

３．具体的な取組状況



土庄町
小豆島町

　④行政



目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

全体 6,494 6,858 11,055 12,769 - 14,748 18,582 21,463

インバウンド 30 343 116 883 - 3,061 4,628 5,939

全体 15,665 - 18,261 19,174 - 20,132 21,139 22,196

インバウンド - - 25,267 26,531 - 27,857 29,250 30,712

全体 166 240 242 266 271 293 351 386

インバウンド 1 12 2 13 27 29 53 77

全体 - 80 90.6 91 - 91 92 92

インバウンド - 80 - 91 - 91 92 92

全体 - 50 36.6 38 - 40 42 44

インバウンド - - - - - - - -

全体 495,438 - 725,582 800,000 810,000 900,000 1,000,000 1,100,000

海外から 7,134 - 17,486 24,000 30,000 33,000 100,000 110,000

80 92.3 90 90 90

0.5 5 0.4 5 10.1 15 18 20 .

3 2 3 5 4 4 5

コロナ前からの回復率は6割程度と低い。多くのホテルが廃業したことと、現在あるホテルも極端な人手不足から稼働率を7割
程度に抑える必要がある施設が多く、観光客数（９割程度回復）と比べると大変厳しい状況が続いている。

③来訪者満足度
【％】

2023（R５）年度 2024（R６）年度 2025（R７）年度

住民満足度【％】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 初めて住民満足度を調査したが、想像以上に観光客来訪に対する満足度が高かった。この高い数値を維持することを目指す。

インバウンド比率【％】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 R５年度に高松空港直行便が４地域全て復活し、急激にインバウンド客が回復したため、目標を上方修正した。

映画ドラマCM撮影【本】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 R5年度は映画２，ドラマ１，CM２の結果となり、目標を達成した。今期も既にCM２が撮影されており、順調に進捗。

（２）各種データ等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコンセプトに基づいた戦略（ブランディング）の策定、
　　　ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立

2026（R８）年度

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅰ．少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的にデータを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス
状況、住民満足度のデータを収集していることが望ましい）
　〔２〕Ⅱ．戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現している
　〔２〕Ⅲ．誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設定している
　〔２）Ⅳ．上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項
目は必須とし、地域の実情に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

ＫＰＩの達成状況についてご記入ください。　※過去３年間、今後３年間分を記入すること。

項目
【単位】

2021（R３）年度 2022（R４）年度

昨年度初めて策定した「小豆島観光ビジョン」に基づき、計画を進めている。

データに基づく明確なコンセプトを持った戦略策定に至るまでのプロセスや、分析方法（内部・外部環境分析、SWOT分析、STP分析、マーケティング・ミックス
等）について、ご記入ください。
　※自治体が策定する観光振興計画が存在する場合は、当該計画と戦略との整合性が留意されているかも踏まえて記入すること。
　※ＤＭＯとして策定した戦略の内容が分かる資料が存在すれば、添付すること。

来訪者満足度はかなり高いため、今後は維持を目標とする。

④リピーター率
【％】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 リピーター率は近隣観光地と比較してかなり低く、要改善。調査により仮説を立て、今後リピーターを増やす施策を推進する。

その他の目標

Webサイトの
アクセス状況

【ユニークユーザ】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 R5年度はほぼ目標通り。R7年度までに本格的な多言語対応を予定しており、外国からのアクセスを全体の1割に上げる

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析

必須ＫＰＩ

①－１　旅行消費額
（総額）
【千円】

①－２　旅行消費額
（一人当たり単価）

【円】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 R5年度実績は香川県の観光動態調査（確定版）のデータを利用するため8月以降取得予定。R6より自主調査

②延べ宿泊者数
【千人泊】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析



取得状況

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅴ．戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、資料を作成し、書面により関係者と共有している
　〔２〕Ⅵ．ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っている

●中山虫送りを続けていくための施策
集落の人口減少により継続が困難になりつつあった伝統行事「中山の虫送り」を持続させるため、2023年度に初めて火手（たいまつ）の有料販売に踏み切っ
た。1本3500円で販売し150本を完売、収益を警備員など人員確保にあてるとともに自治会の持ち出しもなくなり（20万円の赤字→2.5万円の黒字）今後の継続
の見通しが立った。販売本数を限定することにより、駐車場が満杯になり見学できずに観光客に帰ってもらうような不便をかけることもなくなった。この取り組
みはR6年度も継続しており、販売単価と本数アップ、スポンサー１社獲得など収入が増え、大切な伝統行事「中山の虫送り」を未来につなぐことができた。
●グリーンデスティネーションアワードへの挑戦
土庄町、小豆島町と共同し、小豆島全体としてR6年度GDアワードに申請している。

持続可能な観光の取組の実績について、ご記入ください。（例：観光客のマナー違反対策、事前予約制や混雑状況の可視化、ゴミの削減や環境に配慮したコ
ンテンツ開発、観光客増加による影響に関する住民向け説明会　等）

ベスト・ツーリズム・ビレッジ
としての認証

【選択】

その他、持続可能な観光に関する認証制度等
（自由記述）

取得していない いずれも受けていない

持続可能な観光に関する国際的な認証・表彰の取得状況について

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した資料を作成し、書面により関係者に共有した実績についてご記入くださ
い。
　※ＰＤＣＡの実施については、評価・分析に基づいて、必要に応じて計画の見直しを行った場合は、その具体例も記入すること。
　※実際に共有を行った資料を添付すること。

本年１月に「小豆島観光ビジョン」を策定し、ビジョンの内容を小豆島観光協会会員ほかステークホルダーに説明するセレモニーを開催した。

日本版持続可能な観光ガイド
ライン（JSTS-D）ロゴマーク

【選択】

グリーン・ディスティネーションズ
による認証・表彰【選択】

※複数で表彰された場合は最上
位の表彰を選択

デジタル化やDXを推進するための取組の実績について、ご記入ください。
（例：CRM、DMPの導入、地域内の宿泊施設へのPMS導入支援、MaaSによる二次交通の利便性向上　等）

小豆島観光協会HPに観光協会主催ツアー（地域限定旅行業登録）や石の島散策ツアーなどを掲載、販売、ネット決済をしている。前項にある虫送りの火手販
売もネットで販売、決済まで行った。
今期観光協会会員である小豆島交通の「島めぐり観光バス」の代理販売を皮切りに、島内のアクティビティ、施設入場券などの販売を積極的に行う予定。

認証を受けていない

小豆島町がグリーン・デスティネーションズ「持続可
能な観光地top100選」に2021, 2022年選出
JSTS-Dロゴマークについては土庄町が2023年に、
小豆島町が2024年に取得



●インバウンド客対応英語講座全３回を２セット開催（2023.10/3, 10/17, 11/7と12/5, 12/19, 1/16）
●じゃらん遊び・体験に体験プログラムを掲載するためのサポート（石割体験、美術館貸切体験など）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅳ．戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制が構築されている

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅰ．地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取
組を実施している（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅱ．上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光地域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析
結果等を記載した資料を作成し、書面により関係者に説明・共有している

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅲ．戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが主導する合意形成の場において、地域における取組の
不足や重複等の調整を定期的に行っている

観光資源の磨き上げや受入環境の整備等の着地整備の取組の実績について、ご記入ください。
（例：着地型旅行商品の造成・販売、域内交通を含む交通アクセスの整備に係る調整、多言語表記　等）

●令和3年度観光庁「域内連携事業」
「島横断で瀬戸芸オフシーズン課題に共通ターゲット（健康志向・ベジタリアン）設定で取り組む「醤油・素麺・オリーブ」✕「域内周遊クルーズ」の新規開発・実
証事業」
●令和４年度観光業「看板商品事業」
漁業事業者と観光事業者を核に創る 小豆島の“新たな冬の魅力開発”事業～地中海気候とオリーブブランドを活用した冬の目玉商品&観光ルートの造成～
●令和４年度四国運輸局「サステナブルな観光コンテンツ強化モデル事業」
小豆島におけるガストロノミーを活用したサステナブルな観光コンテンツ・ツアー造成事業
●香川県「魅力ある観光コンテンツ造成支援事業補助金」
令和４年度英語ガイド養成（4名合格/8名）＆英語散策ツアー造成、令和５年度英語ガイド養成（10名合格/16名）、地域ガイド養成（11名）＆ツアー造成
●令和５年度観光庁「インバウンドコンテンツ造成」
島唯一の閑散期である冬季を、全体で誘客を進めるための地域消費額向上施策（食コンテンツ強化・インバウンド受入整備・観光DX”小豆島パス”開発）
●高級クルーズ船GUNTUに対し、英語通訳ガイド、中山地域ガイド派遣 2023.6.30英, 7.07英, 7.22英, 8.05英地, 8.23英地, 9.02英地, 9.09英地, 9.23英地,
10.21英, 11.04英, 11.11英, 11.22英, 12.23英　英は英語通訳ガイド、地は地域ガイド）
●ロケ地巡りバスツアー開催（「八日目の蝉　2022.12.4　26名、Arc　2023.9.24　17名」）
●小豆島観光マップ多言語対応（日・英・簡体・繁体・ハングル）
●GTFSデータ作成により、バス時刻表をgoogle map他に掲載

地域住民に対する観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：住民対象のアンケート調査、住民参加型の着地型ツアー、観光教育プログラム　等）

（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整・仕組み作り、プロモーション

2020年度より島民に対し「おもてなし英会話」(2020 15名、2021　32名、2022　16名)を実施。2022年度には瀬戸内国際芸術祭期間中にボランティアとしてのべ
28名が英語による観光案内を行った。

戦略の共有に照らし合わせて、地域の多様な関係者が参画する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を行った実績や具体例に
ついて、ご記入ください。

「小豆島観光ビジョン」策定にあたり、冊子を作成し、上記「小豆島観光セレモニー」で紹介、小豆島観光協会HPで閲覧させるほか、広く島内に配布している。
https://shodoshima.or.jp/datas/booklet/pdf/020240131164803_GIoXB.pdf

観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：品質保証制度、OTAの活用、人材育成研修、CRMによるマーケティング　等）

これまで４団体あった小豆島の観光関連団体が令和５年４月１日に小豆島観光協会に一本化された。これにより取り組みの不足や重複などについて小豆島
観光協会内での調整が可能になった。
・観光情報の共有が容易になり、観光案内所やメール電話問い合わせでの観光客に対する情報提供レベルが上がった。
・これまでバラバラに開催されていた国内外の商談会について統一的に取り組むことができるようになり、観光協会が一元的に提供する小豆島観光基本情報
を商談会参加事業者が共有し、事業者は自分のPRに専念できるようになった。

ＤＭＯの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況やＤＭＯの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書面により地域住民
も含めた関係者に対して説明・共有を行った実績について、ご記入ください。
（例：地域住民向け説明会、DMOの取組を紹介する広報誌・アニュアルレポートの作成　等）
　※実際に説明・共有を行った資料も添付すること。



　

（４）安定的な運営資金の確保

※１　地域サイトにおいて、地域内の主要な各エリアの情報を1つ以上掲載している状態を指す。
※２　地域サイトにおいて、※1の主要な各エリアにおける各情報（①宿泊、②体験・アクティビティ、③飲食）をそれぞれ1つ以上掲載している状態を指す。
※３　ＯＴＡ等の該当施設等の予約画面まで直接遷移するリンクを掲載している状態を指す。
　　　 ＯＴＡ等のリンクを掲載するのみで当該施設の予約画面まで直接遷移しないものは含まないこととする。
※４　戦略においてターゲットと設定している国の言語対応を指す。
※５　ターゲットに即した言語で自地域のウェブサイト内で予約から決済まで一気通貫に行える状態、又は、その国の旅行者が主に使用しているOTA等の該当施設等の予約画面まで直
接遷移するリンクを掲載している状態を指す。

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅴ．情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協働し、一元的かつ効率的に行っている

令和6年度に小豆島町、土庄町は入島税、宿泊税について検討を開始した。

運営資金のうち行政からの支出による財源が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に検討を行ってきた実績や協議内容につ
いてご記入ください。
　※自主財源の確保に向けて、具体的な行動計画を策定していれば、その内容についても触れること。

旅行商品の造成、販売に力を入れている。特にインバウンドについては英語ガイドを養成し、地域限定旅行業登録を活かして独自ツアーの販売をR6年度より
開始する。

自主財源（特定財源、自治体からの受託事業（指定管理者制度、ふるさと納税等）、収益事業（旅行商品の造成・販売等）、会費等）の更なる確保に向けた今
後の見通しについて、ご記入ください。

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅰ．安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・入湯税等の地方税、負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費
等が考えられるが、これらの財源を確保できる見通しがある

これまでは人員が限られていたため、主にHP,SNSによる情報発信のみが行われていた。現在は人員拡充が進み、島外へのイベント出展について、積極的に
加わるようになった。小豆島観光協会が主体となってイベント出展を行う形にしていきたい。また、ネットの情報提供やパンフレット制作なども体制を整えなが
ら小豆島町、土庄町が制作する形から小豆島観光協会に集約を進めていく予定。

一元的かつ効率的に情報発信・プロモーションを実行するための、ＤＭＯと地域の多様な関係者（自治体・民間事業者等）との役割分担について、ご記入くだ
さい。

情報発信・プロモーションに係る取組の実績について、ご記入ください。
（例：ワンストップ窓口の整備、ターゲット別のプロモーション方針の作成、SNS発信、観光案内所のサービス維持・向上、トップセールス　等）

●これまで４団体あった観光関連団体を一本化することにより、観光に関する問い合わせ先が統一された
●SNSによる情報発信(facebook, twitter, instagram)
●観光案内所（オリーブナビ）環境整備：英語・中国語が話せる職員の採用、イベントパンフレットの積極的な掲示・配布
●島外の観光案内所、ホテル、フェリー乗り場などに積極的にパンフレットを送付

ＤＭＯが運営・管理を行っている地域サイトについて（ない場合は「なし」と記入）

https://shodoshima.or.jp/

上記地域サイトが以下に該当する場合はチェックをつけてください。

(a)地域全体を包括している※１ (b)宿泊、体験・アクティビティ、飲食に係る情報を

掲載している※２

(c)宿泊及び体験・アクティビティについて、サイト
内で予約から決済まで一気通貫に行える状態に
なっている

(d)宿泊及び体験・アクティビティについて、他予
約サイトへ遷移した上で予約・決済が可能な状

態になっている※３

(e)ターゲットに即した言語※４で(a)、(b)、を満たし
ている

(f)ターゲットに即した言語で、宿泊及び体験・ア
クティビティについて、サイト内或いは他予約サ
イトへ遷移した上で予約・決済が可能な状態に

なっている※５

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅱ．運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に具体的な検討
が行われている
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有

有検証結果の公表の有無（有の場合） 公表方法（有の場合 ＤＭＯのＨＰ上で公表。

検証方法（有の場合）

外部組織等の参画者（有の場合） 小豆島観光協会の監事

４．次年度（次期）の事業計画の概要

※外部組織等によるＤＭＯの事業や予算に対する検証の仕組みについて

小豆島観光協会の事業について毎年監査が行われ、それを６月に総会にて公表している。今後は「集いの場」にて
もこれら情報を公表する。

毎年６月

事業計画を添付します。

外部組織等による検証の有無 検証時期（有の場合

（５）その他特記事項

海と山の豊かな自然、歴史・文化的な奥深さを息長くアピールするため、フィルムコミッション活動を積極的に行っている。今後も関連イベントに出展するなど
してフィルムコミッション自体のPR活動を推進していく。
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